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ぬりたし！！！！！ ○トル！！

山
下
　
歩
ち
ゃ
ん   （
新
庄
）

平
成
27
年
2
月
20
日
生
ま
れ

や
ま
し
た
　  

あ
ゆ
み

元気に育ってくれてあり
がとう♡　穂美は皆の宝
物だよ！！

天
野
　
穂
美
ち
ゃ
ん
（
里
見
）

平
成
27
年
2
月
21
日
生
ま
れ

 

あ
ま
の
　
　 

ほ
の
み

豊くんお誕生日おめでとう
♡お兄ちゃん達と元気一杯
おおきくなぁれ

川
之
上
　
豊
生
く
ん
（
里
見
）

平
成
27
年
2
月
17
日
生
ま
れ

 

か
わ
の
う
え
　
　
と
よ
な
り

いつも笑顔のあゆちゃん
１歳おめでとう♡みんな
あゆが大好き♡ 

※来月号（４月号）には、平成27年３月生まれのお子さんの写真を掲載する予定です。該当の方にはご連絡します。
　詳しくは、企画商工課広報担当 （☎64－3114）へお尋ねください。　

岡山県浅口郡里庄町役場　〒719-0398  岡山県浅口郡里庄町大字里見1107－2　TEL.0865－64－3111
　　　　　　　　　　　　ホームページアドレス http://www.town.satosho.okayama.jp

だより 里庄町立図書館　☎64ｰ6016　
開館時間 10時～18時

小前 亮／著　小峰書店
　豊臣秀吉が天下を取った時代。佐助は、忍者の白雲齋と出会い忍びとして厳しい修
行を積みます。やがて関ヶ原の戦いで佐助は真田家の為に戦うことに･･･。知将真田幸
村と十人の勇者達の絆と冒険の物語。今年の大河ドラマ関連でたくさんの真田一族の
本が出版されましたが、この本は児童用にわかりやすくダイジェストされ、3巻にまとめら
れています。猿飛佐助、霧隠才蔵、三好清海入道、根津甚八など、名前を聞くだけで懐
かしい気がします。昔ＮＨＫの人形劇を楽しんだ年代の方にもおすすめの本です。

◆親子で楽しむおはなし会
　３月17日（木）10：00～10：30

◆おはなし会
　３月26日（土）14：00～15：00

<児童書> 『真田十勇士』全3巻

<一般書> 
長田 暁一／著　笠岡：曹洞宗威徳寺

　笠岡市の威徳寺住職、長田暁一さんの最新作です。番外３は、住職のお話だけでな
く、新聞記事や投書の記事、心に残った本の中からの抜粋記事などバラエティーに富ん
で、たいへん含蓄がある本です。『日本語のおもしろさ』は、ニッポー印刷（株）が発行し
ている「タイムスおかやま」に掲載されているものをまとめたものです。普段何気なく使
う言葉に深い意味がこめられていることがわかります。長田住職の本は現在図書館に
60冊あります。それらを新刊本コーナー横にまとめてあります。どうぞご利用ください。

『ちょっといい話を・ちょっと気になる話を 番外❸』『日本語のおもしろさ12』

図書館からの
お知らせ
図書館からの
お知らせ

★休館日のお知らせ★

★開閉館時間変更のお知らせ★

親子一緒にゴール目指して
～町制施行65周年記念 第35回里庄町体力づくりふれあいマラソン大会 ～

3
No.609

平成28年3月7日  発行

平成28年3月6日(日)～12日（土）まで蔵書点検のため休館します。3月13日（日）午前10時より
開館します。ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

里庄町立図書館では、4月1日から11月末まで開閉館時間が以下の時間に変わります。
午前9時～午後7時まで（日・祝日は午後5時で閉館）

★4月からこどもの定例行事の曜日・開始時間を変更します。ホームページ、図書館だより等でご確認ください。

◆カメリア読書会
　３月19日（土）13：30～15：30

◆詩歌鑑賞会
　４月２日（土）13：30～15：00

1歳になりました月 で２
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　日
本
で
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
新
元
素
命
名
権
獲
得
！

　そ
こ
に
は
郷
土
の
偉
人
・
仁
科
芳
雄
博
士
と
の
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
！

▲仁科芳雄博士（1890～1951）

▲公益財団法人科学振興
　仁科財団 事務局長
　　田主 裕一朗

▲森田浩介博士

「
１
１
３
番
元
素
」

日本原子物理学の父。大きな研究成果の一つ「ク
ライン・仁科の公式」は現代の X 線天文学でも
使用されている。

2015年12月31日、新元素である113番元素の発見
が国際機関に認められ、正式に命名権を獲得した。

　
皆
さ
ん
は「
周
期
表
」を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

　
物
質
を
構
成
す
る
基
本
単
位
で
あ
る
元
素
を
、そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
物
理
的
ま
た
は
化
学
的
性
質
が
似
た
も
の
同
士

が
並
ぶ
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
規
則（
周
期
律
）に
従
っ
て
配

列
し
た
表
の
こ
と
で
す
。「
水
兵
リ
ー
ベ
ぼ
く
の
船・・・」と

い
う
覚
え
方
を
し
た
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
、そ
の
周
期
表
に
日
本
の
発
見・命
名
し
た
新
元
素

が
載
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
は
日
本
で
、そ
し
て

ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　
新
元
素
で
あ
る
１
１
３
番
元
素
を
発
見
・
命
名
権
を
獲

得
し
た
の
は
理
化
学
研
究
所
仁
科
加
速
器
研
究
セ
ン
タ
ー

の
森
田
浩
介
博
士
の
研
究
グ
ル
ー
プ
。加
速
器
と
い
う
実

験
装
置
を
用
い
て
元
素
同
士
を
衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
元
素

を
融
合
さ
せ
、自
然
界
に
は
１
，０
０
０
分
の
１
秒
程
度
し

か
存
在
で
き
な
い
１
１
３
番
元
素
の
観
測
・
証
明
に
成
功

し
ま
し
た
。

　
仁
科
博
士
は
理
化
学
研
究
所
で
仁
科
研
究
室
を

主
宰
し
、当
時
の
日
本
の
物
理
学
研
究
を
世
界
最
先

端
の
水
準
ま
で
引
き
上
げ
ま
し
た
。特
筆
す
べ
き
は
、

加
速
器
の
一
種
で
あ
る「
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
」を
日

本
で
初
め
て
作
製
し
た
こ
と
で
す
。仁
科
博
士
は
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
用
い
れ
ば
　
番
元
素（
こ
の
当
時

は
新
元
素
）を
生
成
で
き
る
と
予
想
し
、こ
の
予
想

は
正
し
か
っ
た
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
生
成
の
証

拠
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。同
時
期

に
米
国
の
物
理
学
者
マ
ク
ミ
ラ
ン
と
シ
ー
ボ
ー
グ

は
　
番
元
素
を
生
成
し
た
だ
け
で
は
な
く
化
学
分

離
に
も
成
功
し
て
　
番
元
素
の
生
成
を
証
明
し
、こ

の
元
素
を
ネ
プ
ツ
ニ
ウ
ム
と
命
名
し
ま
し
た
。彼
ら

は
　
番
元
素
以
降
も
多
く
の
元
素
を
次
々
と
発
見

し
、１
９
５
１
年
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
仁
科
博
士
は
惜
し
く
も
新
元
素
の
発
見
者
に
は

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、仁
科
研
究
室
に
始
ま
る
理

化
学
研
究
所
の
加
速
器
研
究
の
伝
統
は
仁
科
加
速

器
研
究
セ
ン
タ
ー
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。そ
し

て
同
セ
ン
タ
ー
の
森
田
博
士
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
長

年
の
努
力
の
末
、つ
い
に
新
元
素
の
発
見
を
成
し
遂

げ
た
の
で
す
。

■ 

「
周
期
表
」
に
日
本
が
発
見
し
た

　
　
　
　
　

  

元
素
の
名
が
載
る
！

■ 

森
田
博
士
と

　
　
　
　仁
科
博
士
の
繋
が
り

■ 

森
田
博
士
と

　
　
　
　仁
科
博
士
の
繋
が
り

▲周期表

森田浩介博士と 113番元素のデータを最初に発見した
同研究グループの森本幸司博士は過去に里庄町で講演をされています！

▲ 講演当時の森田浩介博士（2006）

■2005 年（平成 17 年）８月
　第 14 回理化学研究所里庄セミナー
　「新元素（113 番元素）の合成」
　講師／森田　浩介　博士
■ 2006 年（平成 18 年）12 月
　第 14 回仁科芳雄博士生誕日記念科学講演会　
　「仁科芳雄先生の夢 僕の夢
　　　　　 ―新元素の合成を夢見て二〇年―」
　講師／森田　浩介　博士
■ 2014 年（平成 26 年）８月
　第 23 回理化学研究所里庄セミナー　
　「加速器を用いた新元素探索の最前線」
　講師／森本　幸司　博士
※森本幸司博士が作成した講演概要パネルを
　仁科会館に展示しています。

■
仁
科
会
館
で
教
え
て

　
　
　も
ら
い
ま
し
た
！

　 

生
成
さ
れ
た
１
１
３
番
元
素
に
使
い

　 

道
な
ど
は
あ
る
の
で
す
か
？

　  

田
主
事
務
局
長  

は
っ
き
り
言
っ
て

　 

し
ま
う
と
、
今
の
と
こ
ろ
使
い
道
は

　 

あ
り
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
１
，０
０
０
分

　 

の
１
秒
で
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
。

　 

将
来
誰
か
が
す
ご
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を

　 

思
い
つ
い
て
使
わ
れ
る
可
能
性
は
あ

　 

り
ま
す
。

　 

１
１
３
番
元
素
の
名
前
の
候
補
に
は

　 

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　  

田
主
事
務
局
長  

一
部
で
は
ジ
ャ
ポ

　 

ニ
ウ
ム
が
有
力
な
ど
と
報
じ
ら
れ
て

　 

い
ま
す
が
、
森
田
グ
ル
ー
プ
と
し
て

　 

は
未
定
だ
そ
う
で
す
。
平
成
28
年
４

　 

月
１
日
ま
で
に
国
際
機
関
に
案
を
出

　 

し
て
、
そ
の
半
年
後
に
名
前
が
正
式

　 

に
決
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
楽
し
み

　 

に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

Q QⒶⒶ

93

93

9394

つ
な

つ
な

提供　理化学研究所

特 集

提供　理化学研究所
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る
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タ
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森
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博
士
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研
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。加
速
器
と
い
う
実

験
装
置
を
用
い
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元
素
同
士
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さ
せ
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で
元
素

を
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合
さ
せ
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に
は
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秒
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３
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を
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元
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元
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元
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９
５
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。
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　日中に役場へ来庁できない方を対象に、夜間に町税や保険料の納付および納付相談の窓口
を開設します。この機会にぜひご利用ください。
　※納付相談には、収支が分かるものと印鑑を必ずお持ちください。

　納期限内に納付した方との公平性を保つため、次のような措置
がとられます。
　法律に基づき、納期限の翌日から納付の日までの日数に応じ、
延滞金が加算されます。
　このほか、納付相談のない人や納付約束を守らない人などに対
しては、法律に基づき、やむを得ず財産（不動産・貯金・給与な
ど）を差し押さえ、取り立てや公売などを行い、滞納税額等に充
てる場合があります。差し押さえになると、大切な財産を失うだ
けでなく、社会的な信用を失うことにもなりかねません。

■日　　時

■場　　所

■問合せ先 町民課（税務担当）
☎６４－３１１３

3月16日（水）
3月17日（木）
17時15分～20時
里庄町役場１階
町民課（税務）窓口

 町税等を滞納すると

　口座振替は、指定した預貯金口座から、自動的に振替納付され
るもので、金融機関に納めに行く手間が省け、納め忘れの心配も
なく、大変便利で安心な制度です。また、手数料などは一切かか
らないうえ、一度申込みをすると毎年継続されます。
　口座振替依頼書は役場町民課（税務）窓口の他、金融機関にござ
います。
　町税は、福祉や医療、教育、道路といった皆さんの身近な行政
サービスの財源となるものです。町税を有効に使うためにも納期
限内の納付にご協力をお願いします。

口座振替が便利です

夜間納付相談窓口を開設
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・軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税されます。
・４月２日以降に廃車手続きをしても税金の払い戻しはありませんので、ご注意ください。

軽自動車・原付の廃車手続きは　　　　 までに！３月３１日

■廃棄した ■譲渡した
■所有者が亡くなった ■里庄町から転出した
■使用しなくなった・できなくなった
■盗難にあった ※警察に届け出た後、廃車してください
■買い替えた ※新しい車両の登録手続きも必要です

３月末までに以下のようなことがあった場合、

③四輪の軽自動車
　全国軽自動車協会連合会岡山事務所
　☎050－3816－3084

右記の①～③の場所で廃車手続きを行ってください。

・ナンバープレート
・印鑑（所有者・使用者・届出人）

※②、③の手続きは各事務所にお問い合わせください。

①原付と小型特殊自動車
　里庄町町民課（税務）
　☎64－3113
※転出の場合は転出先の役所でも手続きできます。

②二輪車
　岡山県自動車会館・中国運輸局岡山運輸支局
　☎050－5540－2072
岡山市北区冨吉５３０１番地８

岡山市北区久米１７8番地３

必要なもの必要なもの

っておきたい税情報知知

▲２月17日に開催された
第２回「里庄町まち・ひと・しごと創生総合戦略」有識者会議

里庄町人口ビジョン（素案）および
里庄町まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）へのご意見をお寄せください

　里庄町では、急速な少子高齢化の進展に対応し、人口減少をくいとめ、持続可能なまちづくりをさらに進めて
いくため、本年度、まち・ひと・しごと創生法に基づく里庄町まち・ひと・しごと創生総合戦略および人口ビジョンを
策定中であり、このたび、その素案をまとめました。

素案の公開方法

意見を提出できる個人および団体

募集期間

ご意見の提出方法 注意事項

●町内に住所を有する方
●町内に事務所又は事業所を有する個人、法人および団体
●町内の事務所又は事業所に勤務する方
●パブリックコメントの実施に当たり、利害関係を有する個人、法人および団体

素案は、里庄町のホームページに掲載しているほか、
里庄町企画商工課に備え付けています。

平成２８年３月１日（火）～平成２８年３月１５日（火）（必着）

　お名前、ご住所、電話番号、性別、年齢、関係項目（どの部分につ
いてのご意見か）を明記のうえ、持参、電子メール、郵便、ファックス
のいずれかの方法でご提出ください。
　なお、匿名での提出や電話でのご意見等はお受けできませんの
で、ご了承ください。

◆問合せ先　里庄町企画商工課　☎６４－３１１４

ご意見等をお寄せいただいた方あてに個別の回答は
いたしませんので、ご了承ください。また、賛否だけの
結論や趣旨が不明確なご意見には、町の考え方をお
示しできない場合があります。
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里庄駅西歩道橋修繕工事の
お知らせ（平成28年度分）

平成28年度
施工分

平成27年度
施工分

「この測量結果は、国土地理院長の承認及び助言を得て
同院所管の測量成果を使用して得たものである（承認番号）平成24中公第56号」 1：2500 里  庄  町
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。

◆
日
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３
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22
日(
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19
時
〜
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　所

　
里
庄
町
福
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会
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２
階
研
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く
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（
☎
６
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│
７
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１
２
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へ
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だ
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。

広 告 募 集

※里庄町ホームページ上でのバナー広告もあります。

広報紙に広告を掲載できます！
詳しくは里庄町ホームページまたは
企画商工課（☎64-3114）まで。

町の皆様へ情報をお届けします
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平成28年春の交通安全県民運動
～あの道　この道　慣れた道　安全確認　もう一度～
　昨年の県内の交通事故死者数は87人（前年比３人減）、また負傷者数は12,686人（前年比2,059人
減）と死者数、負傷者数ともに前年と比べ減少し、特に死者数は昭和28年の85人以来62年ぶりに80
人台になりました。
　しかしながら、交通事故死者が減少しているとはいえ、いまだに87人もの尊い命が失われており、
交通事故をさらに１件でも減らしていく努力を続けていかなければなりません。
  こうした現状のなか、交通事故を防止するためには、一人ひとりが運転などの交通行動を振り返り、
交通ルールに従った思いやりのある行動をとることが重要です。
  ドライバーの方はもちろん、県民すべての皆さんで、交通事故を起こさない、
また交通事故にあわないよう安全な行動を心がけましょう。

□実 施 期 間　平成28年４月６日（水）～平成28年４月15日（金）

□最重点目標　子どもと高齢者の交通事故防止
□重 点 目 標　全国共通重点目標
　　　　　   　 ・  自転車の安全利用の推進（特に、岡山県自転車安全利用５則の周知徹底）
　　　　　   　 ・  後部座席を含めたすべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
  　　　   　　  ・  飲酒運転の根絶
  　　　　   　 岡山県の重点目標
 　　　　　   　・  合図の徹底（進路変更３秒前・交差点等右左折時３０ｍ手前の合図遵守）
　　　　   　　 ・  信号の厳守（「赤色・黄色信号は止まれ」の遵守）
　　　　　   　 ・  スピードダウンの励行

里庄町地域リーダー人材育成事業

 地域活性化のパイオニア
「ごっくん馬路村の生みの親」が講演会開催！！

まちづくりにおわりはない！
熱い思いを実現する

「まちづくり」を伝授！！

◆開催日時　　平成28年３月19日（土） 午後１時30分～３時　（開場）午後１時
◆開催場所　　里庄総合文化ホール「フロイデ」電動中ホール
◆講　　師　　馬路村農業協同組合
　　　　　　　　代表理事組合長　東谷　望史（とうたに　もちふみ） 氏
◆演　　題　　ごっくん馬路村の村おこし
◆参加対象　　性別・年齢問わず、地域づくりに興味のある方
◆申込方法　　●里庄町ホームページ（里庄町電子申請サービス）から申し込む▶
　　　　　　　●FAX：64－3126 

◆申込締切　　平成28年３月18日（金）
◇問合せ先　　企画商工課　☎：64－3114

はじまります！

目的 里庄町では、まちづくりや地域課題の解決に向けて地域に住む一人ひとりが地域資源や地域の特性に
気づき、考え、行動のできる人材を育成することを目的に「地域リーダー人材育成事業」を開催します。

開催内容 　インターネット上で、応急手当に必要な知識を学ぶための講習(以下、「応急手当ＷＥＢ講習」)を受講することができます。普通救命講習の事
前学習として利用することができ、「応急手当ＷＥＢ講習」を受講後、概ね３か月以内に「普通救命講習Ⅰ（定期開催・講習時間３時間）」を受講する
と、講習時間が１時間短縮され、２時間の受講で「普通救命講習Ⅰ」の内容を修了し、修了証の交付を受けることができます。

（担　当）
岡山県笠岡市十一番町４－３
笠岡地区消防組合消防本部 警防課
 ☎  ：０８６５－６３－７１２２
FAX：０８６５－６３－１７４０

ｅ-ラーニング（応急手当ＷＥＢ講習）について

通常180分の普通救命講習Ⅰを・・・120分で修了！！
応急手当ＷＥＢ講習
（６０分受講）

普通救命講習Ⅰ【実技】
（１２０分受講）

普通救命講習Ⅰ修了
（１８０分修了）+

http://www.119kasaoka.jp/ansin_anzen/e-learning/index.htmlHP

※普通救命講習Ⅰの受講申し込み時に、応急手当ＷＥＢ講習を受講した旨をお伝えください。
※応急手当ＷＥＢ講習を受講後、「普通救命講習Ⅰ」を受講する際には、応急手当ＷＥＢ講習受講証明書を
　印刷したもの、または、携帯端末の画面で提示できる状態にして持参してください。
※他消防本部で発行された応急手当ＷＥＢ講習受講証明書でも構いません。

ｅ-ラーニング（応急手当ＷＥＢ講習）希望の方は、笠岡地区消防組合のホームページ
を検索、もしくは、下記のアドレスからアクセスしてください。
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▲観光フォト部門　最優秀賞作品
　『望郷』（撮影：小野 隆生）

▲イクメン・イクじい・イクばあ部門
　最優秀賞作品
   『スマイル』（撮影：柳田 愛子）

～審査結果～（敬称略）

■「観光フォト部門」
最優秀賞　『望郷』（撮影：小野 隆生）
優 秀 賞　『休日のつばきの丘運動公園』（撮影：藤代 芳寿）
優 秀 賞　『家族で参加』（撮影：加納 隆司）
佳　　作　『丘を彩る』（撮影：笠行 茂正）
佳　　作　『宮入り』（撮影：山下 昌弘）
佳　　作　『朝日のキューブ』（撮影：柿木 洋子）
佳　　作　『つばき咲く』（撮影：中村 晴夫）

■「イクメン・イクじい・イクばあ部門」
最優秀賞　『スマイル』（撮影：柳田 愛子）
優 秀 賞　『じいちゃんの宝物』（撮影：齋藤 勇）
優 秀 賞　『ファンタジーの世界へ』（撮影：竹内 智也）
佳　　作　『父と子の絆』（撮影：小野 利公）
佳　　作　『肩車、たのしいよ！』（撮影：渡邉  瑞枝）

※役場・図書館および公民館に設置しているチラシに
　必要事項を記入のうえお申込みください

先着順
200名

入場料
無 料
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平成28年春の交通安全県民運動
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  こうした現状のなか、交通事故を防止するためには、一人ひとりが運転などの交通行動を振り返り、
交通ルールに従った思いやりのある行動をとることが重要です。
  ドライバーの方はもちろん、県民すべての皆さんで、交通事故を起こさない、
また交通事故にあわないよう安全な行動を心がけましょう。

□実 施 期 間　平成28年４月６日（水）～平成28年４月15日（金）

□最重点目標　子どもと高齢者の交通事故防止
□重 点 目 標　全国共通重点目標
　　　　　   　 ・  自転車の安全利用の推進（特に、岡山県自転車安全利用５則の周知徹底）
　　　　　   　 ・  後部座席を含めたすべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
  　　　   　　  ・  飲酒運転の根絶
  　　　　   　 岡山県の重点目標
 　　　　　   　・  合図の徹底（進路変更３秒前・交差点等右左折時３０ｍ手前の合図遵守）
　　　　   　　 ・  信号の厳守（「赤色・黄色信号は止まれ」の遵守）
　　　　　   　 ・  スピードダウンの励行

里庄町地域リーダー人材育成事業

 地域活性化のパイオニア
「ごっくん馬路村の生みの親」が講演会開催！！

まちづくりにおわりはない！
熱い思いを実現する

「まちづくり」を伝授！！

◆開催日時　　平成28年３月19日（土） 午後１時30分～３時　（開場）午後１時
◆開催場所　　里庄総合文化ホール「フロイデ」電動中ホール
◆講　　師　　馬路村農業協同組合
　　　　　　　　代表理事組合長　東谷　望史（とうたに　もちふみ） 氏
◆演　　題　　ごっくん馬路村の村おこし
◆参加対象　　性別・年齢問わず、地域づくりに興味のある方
◆申込方法　　●里庄町ホームページ（里庄町電子申請サービス）から申し込む▶
　　　　　　　●FAX：64－3126 

◆申込締切　　平成28年３月18日（金）
◇問合せ先　　企画商工課　☎：64－3114

はじまります！

目的 里庄町では、まちづくりや地域課題の解決に向けて地域に住む一人ひとりが地域資源や地域の特性に
気づき、考え、行動のできる人材を育成することを目的に「地域リーダー人材育成事業」を開催します。

開催内容 　インターネット上で、応急手当に必要な知識を学ぶための講習(以下、「応急手当ＷＥＢ講習」)を受講することができます。普通救命講習の事
前学習として利用することができ、「応急手当ＷＥＢ講習」を受講後、概ね３か月以内に「普通救命講習Ⅰ（定期開催・講習時間３時間）」を受講する
と、講習時間が１時間短縮され、２時間の受講で「普通救命講習Ⅰ」の内容を修了し、修了証の交付を受けることができます。

（担　当）
岡山県笠岡市十一番町４－３
笠岡地区消防組合消防本部 警防課
 ☎  ：０８６５－６３－７１２２
FAX：０８６５－６３－１７４０

ｅ-ラーニング（応急手当ＷＥＢ講習）について

通常180分の普通救命講習Ⅰを・・・120分で修了！！
応急手当ＷＥＢ講習
（６０分受講）

普通救命講習Ⅰ【実技】
（１２０分受講）

普通救命講習Ⅰ修了
（１８０分修了）+

http://www.119kasaoka.jp/ansin_anzen/e-learning/index.htmlHP

※普通救命講習Ⅰの受講申し込み時に、応急手当ＷＥＢ講習を受講した旨をお伝えください。
※応急手当ＷＥＢ講習を受講後、「普通救命講習Ⅰ」を受講する際には、応急手当ＷＥＢ講習受講証明書を
　印刷したもの、または、携帯端末の画面で提示できる状態にして持参してください。
※他消防本部で発行された応急手当ＷＥＢ講習受講証明書でも構いません。

ｅ-ラーニング（応急手当ＷＥＢ講習）希望の方は、笠岡地区消防組合のホームページ
を検索、もしくは、下記のアドレスからアクセスしてください。
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▲イクメン・イクじい・イクばあ部門
　最優秀賞作品
   『スマイル』（撮影：柳田 愛子）

～審査結果～（敬称略）
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優 秀 賞　『家族で参加』（撮影：加納 隆司）
佳　　作　『丘を彩る』（撮影：笠行 茂正）
佳　　作　『宮入り』（撮影：山下 昌弘）
佳　　作　『朝日のキューブ』（撮影：柿木 洋子）
佳　　作　『つばき咲く』（撮影：中村 晴夫）

■「イクメン・イクじい・イクばあ部門」
最優秀賞　『スマイル』（撮影：柳田 愛子）
優 秀 賞　『じいちゃんの宝物』（撮影：齋藤 勇）
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Town Topics
まちのわだい

長年にわたり多くの本を寄贈いただきました
～長田暁一住職へ感謝状を贈呈～

　２月４日、長年にわたり町に多くの著書を寄贈していただいている
笠岡市の威徳寺住職、長田暁一さんに対する感謝状の授与式が里
庄町立図書館で行われました。
　長田住職は御年90歳で、長年にわたり本を執筆され、60冊以上
の著書を寄贈していただいています。
　図書館では現在、入り口付近に特別コーナーを設けており、すぐ
に貸出中となってしまう人気シリーズとのことです。
　今月号の図書館だより（P16）では長田住職の書かれた本をご紹介
しています。興味のある方はぜひ図書館へ足を運んでみてください。

岡山西温暖化対策地域協議会が東京都で活躍発表
～低炭素杯2016～

　次世代に向けた低炭素社会の構築を目指し、多様な主体が
取り組む地球温暖化防止に関する活動を表彰する「低炭素
杯」が、２月16日（火）と17日（水）に東京都で開催されました。
当日は全国から選ばれたファイナリストによるプレゼンテーショ
ンが行われ、地域部門において「岡山西温暖化対策地域協議
会」（代表：大塚 栄次 氏）がステージ発表を行いました。
　発表では、ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の視点を
取り入れた活動を実践していることや、節エネ、省エネに伴う
温室効果ガスの削減のため、やさしいエコ活動を積極的に実
践していることなどを説明されました。

　２月６日、浜中団地東公民館において、防災マップ・防犯マップワークシ
ョップが行われ、地域住民17名が参加しました。
　この日は、講師にNPO法人まちづくり推進機構岡山の徳田恭子氏を招
き、震度５の地震が起きた想定のもと、避難経路について図上でシミュレ
ーションを行う災害図上訓練を行いました。
　徳田氏は、「危険箇所や避難所を前もって把握し、起こりうる様々な被
害を想定しておくことで、実際に被害が起きたときに素早く安全に避難でき
る。」と、最悪の自体に備える大切さを訴えました。
　浜中団地東分館の藤原保分館長は、「この地区は里庄町の中でも津波の
被害が起こりうる地域と指定されており、特に防災意識を高める必要性を
感じている。今回のワークショップを生かして地区民の防災に対する意識の
向上につなげたい」と、話していました。

最悪を想定して備える
～浜中団地東分館で防災マップ・防犯マップを作成～

　２月21日、町内3.1kmを駆け抜ける町制施行65周年記念 第35回里庄
町体力づくりふれあいマラソン大会が行われました。参加選手はここ数
年で最多となる382人となり、各々のペースでゴールを目指して町内を駆
け抜けました。

　マラソン大会の結果は次のとおりです。

　小学生（4年～ 6年生）男子の部
　第１位　硲　　隼一　さん
　第２位　妹尾　駿汰　さん
　第３位　岡﨑　亮太　さん

　小学生（4年～ 6年生）女子の部
　第１位　田中　亜依　さん
　第２位　土谷　桃加　さん
　第３位　江原　茉優　さん

町内を元気いっぱいに駆け抜ける！
～町制施行65周年記念 第35回里庄町体力づくりふれあいマラソン大会～

　２月７日、高岡神社において第62回文化財防火デーにあわせた防
火訓練が実施され、鴨方消防署、里庄町消防団、神社関係者ら39名
が参加しました。
　文化財防火デーは法隆寺金堂壁画の焼損が発生した（昭和24年）
１月26日を中心として、火災・災害・その他災害から守るため、全国的
に文化財防火運動が展開されるものです。
　消防署職員および消防団員は迅速に八幡池から水をくみ上げ、放
水を行いました。
　冬は乾燥しやすく、火事が起こりやすい時期です。火の元には十
分に注意しましょう。

文化財保護のための消化訓練を行いました
～第62回文化財防火デー消防訓練～

　親子の部
　第１位　三宅　智彦　さん
　　　　　　　　　陽　さん
　　　　　　　　　凜　さん
　第２位　小野正太郎　さん
　　　　　　　　倖聖　さん
　第３位　岸本　圭司　さん
　　　　　　　　康平　さん

　中学生男子の部
　第１位　虫明　嵩史　さん
　第２位　三宅凜太郎　さん
　第３位　江原　孝紀　さん

　中学生女子の部
　第１位　妹尾　美咲　さん
　第２位　田原　鈴音　さん
　第３位　土屋百萌華　さん

　高校生以上一般男子の部
　第１位　藤原　祥吾　さん
　第２位　奥山　晃正　さん
　第３位　松山　拓斗　さん

　高校生以上一般女子の部
　第１位　三宅　麻美　さん
　第２位　松島　史奈　さん
　第３位　磯田　溶子　さん

※ジョギングの部は入賞等はなし。
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日　時：３月22日（火） 11：00～（20分程度）
場　所：老人福祉センター　２階　児童室
※誕生月でないお子さんも楽しめる内容に
　なっております

３月お誕生日会 申込不要

日　時：４月13日（水） 10：30～11：30
　　　 10：00～（受付）
場　所：老人福祉センター　１階　大広間
定　員：40名
参加費：無　料
締　切：４月６日（水）
※締め付けのない服装でお越しください

申込必要

託児なし

講習会　
リラクゼーション　ヨガ

ママのリフレッシュ
消しゴムはんこ作り

申込必要

日　時：４月18日（月） 10：30～11：30
場　所：老人福祉センター　２階　実習室
定　員：15名
参加費：400円（材料代）
締　切：４月11日（月）
※子育てひろばは９：30～開催しています

託児あり

○開 催  日　毎週月・火・金曜日（ただし、祝日・盆・年末年始を除く）

　　　　　　警報発令時はお休み 
　　　　　　※４月5日は館内が使用できないため、お休みします。
○開催時間　午前の部 ９：30～12：00　午後の部 13：00～15：30
　　　　　　※昼休憩 12：00～13：00
　　　　　　　（昼食のため別室を用意しています）
○開催場所　里庄町中央公民館（老人福祉センター）２階  児童室

行事のお知らせ行事のお知らせ

子育てひろば子育てひろば のお知らせ“げんキッ“げんキッ“げんキッ“げんキッ“げんキッ“げんキッ“げんキッ“げんキッ子育てひろば子育てひろば子育てひろば“げんキッ子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば“げんキッ子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば“げんキッ子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば“げんキッ子育てひろば“げんキッ“げんキッズズズ“げんキッズ”“げんキッズ”“げんキッズ”
※４月より開催日が月曜～金曜日に変更になります■１歳児健診

　３月16日㈬13：45～14：15 健康福祉センター
　対 象 児　Ｈ27.３月生まれ
　携 行 品　母子健康手帳

■３歳児健診
　３月16日㈬13：00～13：45 健康福祉センター
　対 象 児　Ｈ24.12月生まれ～Ｈ25.２月生まれ
　携 行 品　母子健康手帳

■４歳児歯科健診、フッ素塗布
　３月16日㈬13：00～14：00 健康福祉センター
　携 行 品　母子健康手帳

■子育て悩み相談
　３月16日㈬13：30～15：30 健康福祉センター
　携 行 品　母子健康手帳

■愛育委員会議
　３月15日㈫９：30～12：00 健康福祉センター

■健康体操教室
　３月25日㈮13：00～15：00 健康福祉センター

■もの忘れ相談
　４月５日㈫10：00～12：00 健康福祉センター

■保育相談
　４月６日㈬13：30～15：00 健康福祉センター
　携 行 品　母子健康手帳

■肩こり、腰痛相談、リハビリ
　４月13日㈬13：00～14：30 健康福祉センター
　担 　 当　馬越医師、田理学療法士
　携 行 品　健康手帳

■心の健康相談
　４月14日㈭10：00～12：00 健康福祉センター
　担 　 当　和迩医師
　携 行 品　健康手帳

■にこにこヘルスアップ教室
　３月22日㈫10：00～14：00 健康福祉センター
　４月12日㈫10：00～14：00 健康福祉センター

健康だより

健康福祉センター（里庄町健康福祉課）
☎64-7211電

話
メ
モ

備中保健所井笠支所（備中県民局井笠地域事務所）
☎69-1675

いきいきファミリー

３月13日（浅口市）くにもと内科小児科医院
３月20日（浅口市）さかの整形外科
３月21日（浅口市）福嶋医院

☎（０８６５）４4－9565
☎（０８６５）４5－8881
☎（０８６５）54－３177

３月27日（浅口市）よりしま中西医院
４月３日（浅口市）白神医院
４月10日（里庄町）国定病院

☎（０８６５）54－2324
☎（０８６５）54－2025
☎（０８６５）64－3213

休日当番医 ※休日当番医の診療時間は9：00～17：00です。

A.現在、糖尿病にかかっている人は増えていると言われています。糖尿病が進行すると、神
経症状や網膜症、腎症等の合併症、心血管疾患の発症リスクを高め、人工透析や失明に至るこ
ともあります。糖尿病にかかると、心血管疾患の発症リスクが２～３倍になり、自覚症状がなく
進行している場合も少なくありません。
　心不全マーカー　NT-proBNPは、血液検査で測定でき、症状がない心不全を早期発見で
きるバイオマーカーです。心不全の重症度を反映するNT-proBNPは、心臓の筋肉細胞から
分泌されるタンパク質、ナトリウム利尿ペプチドのひとつで、心臓に負担がかかると、血中に放
出される分泌量が多くなるため、心臓への負担の度合いが把握できる検査になります。
　心臓の機能の低下や病気は、自覚症状のないまま進行している場合もあり、重篤な状態に
なって初めて気づくこともまれではありません。現在、診療場面で広く普及している検査です
が、心血管疾患のスクリーニングとして、有効であると思われます。

保健師のお話 Q.心不全マーカー NT-proBNPについて教えてください。Q.心不全マーカー NT-proBNPについて教えてください。

子育て支援ボランティア募集中!!

詳しくは、里庄町社会福祉協議会まで

「託児サービス（一時預かり）」しています「託児サービス（一時預かり）」しています

問合せ先 里庄町社会福祉協議会 ☎64－7218

　２月21日、里庄町健康福祉センター周辺において町制施行65周年記念 第32回里庄町健康まつり
が行われ、多くの人が会場を訪れました。
　健康福祉センターでは健康チェックや体力測定、愛育委員の特製うどん販売やぜんざいの無料サ
ービスも行われ賑わいを見せました。
　午後からは里庄中学校グラウンドにおいて大なわとび大会も行われ、11分館が参加しました。
　選手たちは、息を合わせて、大なわとびに挑戦しました。

～第32回里庄町健康まつり～

大なわとび大会の結果は次のとおりです。

第１位　大原東分館　46回
第２位　才申分館　　37回
第３位　殿迫分館　　36回

 みんないきいき　なわとびにも挑戦！町制施行65周年記念
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　携 行 品　母子健康手帳

■愛育委員会議
　３月15日㈫９：30～12：00 健康福祉センター

■健康体操教室
　３月25日㈮13：00～15：00 健康福祉センター

■もの忘れ相談
　４月５日㈫10：00～12：00 健康福祉センター

■保育相談
　４月６日㈬13：30～15：00 健康福祉センター
　携 行 品　母子健康手帳

■肩こり、腰痛相談、リハビリ
　４月13日㈬13：00～14：30 健康福祉センター
　担 　 当　馬越医師、田理学療法士
　携 行 品　健康手帳

■心の健康相談
　４月14日㈭10：00～12：00 健康福祉センター
　担 　 当　和迩医師
　携 行 品　健康手帳

■にこにこヘルスアップ教室
　３月22日㈫10：00～14：00 健康福祉センター
　４月12日㈫10：00～14：00 健康福祉センター

健康だより

健康福祉センター（里庄町健康福祉課）
☎64-7211電

話
メ
モ

備中保健所井笠支所（備中県民局井笠地域事務所）
☎69-1675

いきいきファミリー

３月13日（浅口市）くにもと内科小児科医院
３月20日（浅口市）さかの整形外科
３月21日（浅口市）福嶋医院

☎（０８６５）４4－9565
☎（０８６５）４5－8881
☎（０８６５）54－３177

３月27日（浅口市）よりしま中西医院
４月３日（浅口市）白神医院
４月10日（里庄町）国定病院

☎（０８６５）54－2324
☎（０８６５）54－2025
☎（０８６５）64－3213

休日当番医 ※休日当番医の診療時間は9：00～17：00です。

A.現在、糖尿病にかかっている人は増えていると言われています。糖尿病が進行すると、神
経症状や網膜症、腎症等の合併症、心血管疾患の発症リスクを高め、人工透析や失明に至るこ
ともあります。糖尿病にかかると、心血管疾患の発症リスクが２～３倍になり、自覚症状がなく
進行している場合も少なくありません。
　心不全マーカー　NT-proBNPは、血液検査で測定でき、症状がない心不全を早期発見で
きるバイオマーカーです。心不全の重症度を反映するNT-proBNPは、心臓の筋肉細胞から
分泌されるタンパク質、ナトリウム利尿ペプチドのひとつで、心臓に負担がかかると、血中に放
出される分泌量が多くなるため、心臓への負担の度合いが把握できる検査になります。
　心臓の機能の低下や病気は、自覚症状のないまま進行している場合もあり、重篤な状態に
なって初めて気づくこともまれではありません。現在、診療場面で広く普及している検査です
が、心血管疾患のスクリーニングとして、有効であると思われます。

保健師のお話 Q.心不全マーカー NT-proBNPについて教えてください。Q.心不全マーカー NT-proBNPについて教えてください。

子育て支援ボランティア募集中!!

詳しくは、里庄町社会福祉協議会まで

「託児サービス（一時預かり）」しています「託児サービス（一時預かり）」しています

問合せ先 里庄町社会福祉協議会 ☎64－7218

　２月21日、里庄町健康福祉センター周辺において町制施行65周年記念 第32回里庄町健康まつり
が行われ、多くの人が会場を訪れました。
　健康福祉センターでは健康チェックや体力測定、愛育委員の特製うどん販売やぜんざいの無料サ
ービスも行われ賑わいを見せました。
　午後からは里庄中学校グラウンドにおいて大なわとび大会も行われ、11分館が参加しました。
　選手たちは、息を合わせて、大なわとびに挑戦しました。

～第32回里庄町健康まつり～

大なわとび大会の結果は次のとおりです。

第１位　大原東分館　46回
第２位　才申分館　　37回
第３位　殿迫分館　　36回

 みんないきいき　なわとびにも挑戦！町制施行65周年記念
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まちの人口
（Ｈ28．1．31現在）
人口　　11,158人
（前月比  -１人）
男　　5,315人
女　　5,843人

世帯　4,356世帯
（前月比  －４世帯）
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里庄町の犯罪・交通事故発生状況（平成28年１月累計）
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里庄東駐在所 ☎64－2110
里庄西駐在所 ☎64－3110
玉島警察署  ☎086－522－0110
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過去最悪の被害額を記録しました。

『いけん！送るな渡すな詐欺』

岡山県内：約16億2,370万円（前年比約7億5,790万円増 暫定値）
玉島警察署管内：約1億750万円（前年比約7,100万円増 暫定値）
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Information

知お せ

　

協会けんぽ岡山支部の健康保険料が変わります。
協会けんぽは中小企業等で働く従業員と
その家族の皆様が加入する健康保険です。

平成28年３月分（４月納付分）から健康保険料率が変わります。

■問合せ先　協会けんぽ岡山支部　☎086─803─5780
　（ホームページ http://www.kyoukaikenpo.or.jp/）

保険料率

介護保険料率

平成28年2月分
（３月納付分）まで

10.09%

平成28年3月分
（４月納付分）から

10.10%

平成28年2月分
（３月納付分）まで

1.58%

平成28年3月分
（４月納付分）から
1.58%（据え置き）

ゆめネット（12ch）で里庄町の「防災」をテーマに
番組を前編・後編２回に分けてお送りします。
３月放送分はその前編となります。ぜひ、ご覧ください。

３月 2日・9日・16日・23日・30日

※その他の日時にも放送されます。詳しくは電子番組表
　等をご確認ください。

08時00分～・12時00分～
21時00分～

放 送 日

放送時間

～ひと足早い春の訪
れを

　　　　　　　感じ
ませんか？～

　　　　　　　感じ
ませんか？～

観梅会のご案内（申込不要）

問合せ先：公益財団法人 科学振興仁科財団仁科会館
　　　　　☎64─4888

美しく咲く梅の花とともに、無料で
ふるまわれる温かいぜんざいや甘
酒が楽しめます。
昨年収穫した生家の梅の実を使っ
た「梅干し」も味わえます。
ひと足早い春の訪れを感じません
か？

日   時：３月13日(日) 10：00～15：00
場   所：仁科芳雄博士生家
参加費：無 料

のお知らせ
「防災里庄2016～自助・共助・公助で災害に強い町へ～」
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１
月
８
日
か
ら
４
月
８
日

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

※

募
集
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
学
歴
不
問
）

●
試
験
日
お
よ
び
試
験
場
所

　
未
定
（
詳
細
は
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
問
合
せ
先

　
平
日
９
時
〜
18
時

　
防
衛
省
倉
敷
地
域
事
務
所

　
☎
０
８
６
│
４
２
２
│
７
３
５
８

●
受
験
資
格

○
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降

　
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

　
29
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juk

en.htm
l

○
受
験
案
内
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　の
請
求
・
問
合
せ
先

　
玉
島
税
務
署
総
務
課

　
☎
0
8
6
│
5
2
2
│
3
1
2
3

　
古
布
を
使
っ
て
、
端
午
の
節
句
か

ぶ
と
を
作
り
ま
す
。

●
日

　
　時

　
３
月
27
日
㈰
　
９
時
〜
12
時

●
持 

参 

物
　
裁
縫
道
具

●
参 

加 

費

　1,
0
0
0
円

●
定

　
　員
　
18
名
（
先
着
順
）

※

３
月
10
日
㈭
よ
り
電
話
に
て
受
付
開
始

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
０
８
６
５
│
６
９
│
６
１
１
１

●
開
催
日
時

　
３
月
20
日
㈰
　
９
時
〜
12
時

●
場

　
　所

　
笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

●
内

　
　容

　
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
等

●
申
込
期
限

　３
月
14
日
㈪

●
申
込
み
先

　笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

　
警
防
課
☎
６
３
│
７
１
２
２

　
里
庄
町
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

法
律
問
題
で
お
悩
み
の
方
は
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
予
約
は
相
談
日
の
１
カ

月
前
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
定

員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※

原
則
、
相
談
は
年
度
内
に
１
回
限

　
り
（
30
分
以
内
）
と
し
ま
す
。

●
開 

設 

日
　
３
月
25
日
㈮

●
開
設
時
間
　
14
時
〜
17
時

●
対 

象 

者
　
町
内
に
在
住
の
方

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
企
画
商
工
課
☎
６
４
│
３
１
１
４

●
日

　
　時

　
３
月
24
日
㈭
　
９
時
〜
12
時

●
場

　
　所

　
里
庄
町
福
祉
会
館
２
階
研
修
室

●
相
談
内
容

　
い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
、
隣
近
所
、
差
別
、

相
続
、
売
買
の
問
題
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。

●
問
合
せ
先

　
企
画
商
工
課
☎
６
４
│
３
１
１
４

●
日

　
　時

お知らせのページ

まちの人口
（Ｈ28．1．31現在）
人口　　11,158人
（前月比  -１人）
男　　5,315人
女　　5,843人

世帯　4,356世帯
（前月比  －４世帯）

そ
の
他
刑
法
犯

詐

欺

器
物
破
損

そ
の
他
の
盗
犯

金

属

盗

車
上
狙
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

万

引

き

そ
の
他
侵
入
盗

事
務
所
荒
ら
し

出
店
荒
ら
し

空

き

巣

物
損
事
故

う
ち
死
亡
事
故

人
身
事
故

里庄町の犯罪・交通事故発生状況（平成28年１月累計）
犯　　　　罪 交通事故

発 　 生

件 　 数

町 　 内
前 年 比

0 270
１０１００００００００００ ０－±± ± ± ± ± ± ± ± ± ±－ ± ＋ ５ －１

お
知
ら
せ

０ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ １

転 入  30人  出 生   ８人
転 出  27人  死 亡   13人
その他増  1人

ご

寄

附

の

お

礼

お

　礼

行
政
相
談・な
や
み
ご
と
相
談
所

（
無
料・予
約
不
要
）

普
通
救
命
講
習
会

（
定
員
30
人
）

講
習
会

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

相

　談

国
税
専
門
官
募
集

か
ぶ
と
作
り
教
室

日
曜
公
証
相
談
（
無
料
）

里庄東駐在所 ☎64－2110
里庄西駐在所 ☎64－3110
玉島警察署  ☎086－522－0110

パトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょうパトロールさとしょう 昨年はオレオレ詐欺などの特殊詐欺被害が多発し、
過去最悪の被害額を記録しました。

『いけん！送るな渡すな詐欺』

岡山県内：約16億2,370万円（前年比約7億5,790万円増 暫定値）
玉島警察署管内：約1億750万円（前年比約7,100万円増 暫定値）

被害
状況

自

衛

官

募

集

募

　集

凧
作
り
イ
ベ
ン
ト

15 SATOSHO 14SATOSHO

ら
の
ページ

Information

知お せ

　

協会けんぽ岡山支部の健康保険料が変わります。
協会けんぽは中小企業等で働く従業員と
その家族の皆様が加入する健康保険です。

平成28年３月分（４月納付分）から健康保険料率が変わります。

■問合せ先　協会けんぽ岡山支部　☎086─803─5780
　（ホームページ http://www.kyoukaikenpo.or.jp/）

保険料率

介護保険料率

平成28年2月分
（３月納付分）まで

10.09%

平成28年3月分
（４月納付分）から

10.10%

平成28年2月分
（３月納付分）まで

1.58%

平成28年3月分
（４月納付分）から
1.58%（据え置き）

ゆめネット（12ch）で里庄町の「防災」をテーマに
番組を前編・後編２回に分けてお送りします。
３月放送分はその前編となります。ぜひ、ご覧ください。

３月 2日・9日・16日・23日・30日

※その他の日時にも放送されます。詳しくは電子番組表
　等をご確認ください。

08時00分～・12時00分～
21時00分～

放 送 日

放送時間

～ひと足早い春の訪
れを

　　　　　　　感じ
ませんか？～

　　　　　　　感じ
ませんか？～

観梅会のご案内（申込不要）

問合せ先：公益財団法人 科学振興仁科財団仁科会館
　　　　　☎64─4888

美しく咲く梅の花とともに、無料で
ふるまわれる温かいぜんざいや甘
酒が楽しめます。
昨年収穫した生家の梅の実を使っ
た「梅干し」も味わえます。
ひと足早い春の訪れを感じません
か？

日   時：３月13日(日) 10：00～15：00
場   所：仁科芳雄博士生家
参加費：無 料

のお知らせ
「防災里庄2016～自助・共助・公助で災害に強い町へ～」
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ぬりたし！！！！！ ○トル！！

山
下
　
歩
ち
ゃ
ん   （
新
庄
）

平
成
27
年
2
月
20
日
生
ま
れ

や
ま
し
た
　  

あ
ゆ
み

元気に育ってくれてあり
がとう♡　穂美は皆の宝
物だよ！！

天
野
　
穂
美
ち
ゃ
ん
（
里
見
）

平
成
27
年
2
月
21
日
生
ま
れ

 

あ
ま
の
　
　 

ほ
の
み

豊くんお誕生日おめでとう
♡お兄ちゃん達と元気一杯
おおきくなぁれ

川
之
上
　
豊
生
く
ん
（
里
見
）

平
成
27
年
2
月
17
日
生
ま
れ

 

か
わ
の
う
え
　
　
と
よ
な
り

いつも笑顔のあゆちゃん
１歳おめでとう♡みんな
あゆが大好き♡ 

※来月号（４月号）には、平成27年３月生まれのお子さんの写真を掲載する予定です。該当の方にはご連絡します。
　詳しくは、企画商工課広報担当 （☎64－3114）へお尋ねください。　

岡山県浅口郡里庄町役場　〒719-0398  岡山県浅口郡里庄町大字里見1107－2　TEL.0865－64－3111
　　　　　　　　　　　　ホームページアドレス http://www.town.satosho.okayama.jp

だより 里庄町立図書館　☎64ｰ6016　
開館時間 10時～18時

小前 亮／著　小峰書店
　豊臣秀吉が天下を取った時代。佐助は、忍者の白雲齋と出会い忍びとして厳しい修
行を積みます。やがて関ヶ原の戦いで佐助は真田家の為に戦うことに･･･。知将真田幸
村と十人の勇者達の絆と冒険の物語。今年の大河ドラマ関連でたくさんの真田一族の
本が出版されましたが、この本は児童用にわかりやすくダイジェストされ、3巻にまとめら
れています。猿飛佐助、霧隠才蔵、三好清海入道、根津甚八など、名前を聞くだけで懐
かしい気がします。昔ＮＨＫの人形劇を楽しんだ年代の方にもおすすめの本です。

◆親子で楽しむおはなし会
　３月17日（木）10：00～10：30

◆おはなし会
　３月26日（土）14：00～15：00

<児童書> 『真田十勇士』全3巻

<一般書> 
長田 暁一／著　笠岡：曹洞宗威徳寺

　笠岡市の威徳寺住職、長田暁一さんの最新作です。番外３は、住職のお話だけでな
く、新聞記事や投書の記事、心に残った本の中からの抜粋記事などバラエティーに富ん
で、たいへん含蓄がある本です。『日本語のおもしろさ』は、ニッポー印刷（株）が発行し
ている「タイムスおかやま」に掲載されているものをまとめたものです。普段何気なく使
う言葉に深い意味がこめられていることがわかります。長田住職の本は現在図書館に
60冊あります。それらを新刊本コーナー横にまとめてあります。どうぞご利用ください。

『ちょっといい話を・ちょっと気になる話を 番外❸』『日本語のおもしろさ12』

図書館からの
お知らせ
図書館からの
お知らせ

★休館日のお知らせ★

★開閉館時間変更のお知らせ★

親子一緒にゴール目指して
～町制施行65周年記念 第35回里庄町体力づくりふれあいマラソン大会 ～

3
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平成28年3月6日(日)～12日（土）まで蔵書点検のため休館します。3月13日（日）午前10時より
開館します。ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします。

里庄町立図書館では、4月1日から11月末まで開閉館時間が以下の時間に変わります。
午前9時～午後7時まで（日・祝日は午後5時で閉館）

★4月からこどもの定例行事の曜日・開始時間を変更します。ホームページ、図書館だより等でご確認ください。

◆カメリア読書会
　３月19日（土）13：30～15：30

◆詩歌鑑賞会
　４月２日（土）13：30～15：00

1歳になりました月 で２


	広報さとしょう3月号最終

